
令和 2 年度事業報告書 

特定非営利活動法人幸せつむぎ 

 

１．事業実施の概略 

 特定非営利活動幸せつむぎは、障がいのある人を含めた地域の人々に対して、障がいのある子どもと

ない子ども、障がいのある人と地域の人とが、日常的な関りを持てるような福祉の拠点作りに関する事

業を行い、障がい者理解に関わる問題の改善や解決を図り、障がい児支援の向上と、互いの存在を理解す

ることで成長していける地域福祉の増進に寄与することを目的として、次の事業を実施した。具体的に

は本法人の定款第５条第 1 項②児童福祉法に基づく障害児通所支援事業として放課後等デイサービス事

業(平成 26 年 3 月 1 日より開始))と、児童発達支援事業(平成 26 年 3 月 1 日より開始)を実施した。さら

に、定款第 5 条第 1 項①障がいに対する理解を深める啓蒙事業として、障害児通所支援事業を利用する

保護者を中心とした啓蒙事業を実施した。 

 

２．事業の実施に関する事項 

(1)特定非営利活動に係る事業 

  ①児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 

ア．放課後等デイサービス事業 

(ア)事業内容 

児童福祉法に基づき、支援の必要な重症心身障がい児に対し、放課後や学校休業日を過ごす

場所として放課後等デイサービスを行う。 

(イ)実施日時 

月曜日から金曜日          14 時～18 時 

＊訪問授業休業日          12 時～18 時 

土曜日及び学校休業日        10 時～16 時 

(ウ)実施場所 

and ゆう 神の倉 

名古屋市緑区藤塚二丁目 604 番地パークスズラン B 棟 101、102 

(エ)従事者数(令和 2 年 3 月 31 日現在) 

   管理者兼児童発達支援管理責任者 常勤 1 名 

   保育士 常勤 1 名 非常勤 1 名 

   児童指導員 常勤 1 名 非常勤 5 名 

   指導員 非常勤 6 名 

   看護師 常勤 1 名 非常勤 3 名 

   機能訓練担当士 常勤 1 名 

   事務員 非常勤 1 名 

   嘱託医 非常勤 1 名 

(オ)受益対象者の範囲及び人数 



放課後等デイサービス利用者、延べ 1,573 名 

(カ)収入 

38,664,782 円（介護報酬収益+利用者負担収益） 

(キ)支出 

37,474,847 円 

 

イ．児童発達支援事業 

(ア)事業内容 

      児童福祉法に基づき、就学前の障がい児に対して、必要な発達支援を行う。 

(イ)実施日時 

月曜日から土曜日          10 時～16 時 

    (ウ)実施場所 

and にこり 日進 

日進市栄二丁目 202 番地 

    (エ)従事者(令和 3 年 3 月 31 日現在) 

      管理者兼看護師 常勤 1 名 

      児童発達支援管理責任者 常勤 1 名 

      保育士 非常勤 1 名 

      児童指導員 非常勤 1 名 

   指導員 非常勤 6 名 

   看護師 非常勤 2 名 

   機能訓練担当士 非常勤 3 名 

   事務員 非常勤 1 名 

   嘱託医 非常勤 1 名 

    (オ)受益対象者の範囲及び人数 

      児童発達支援事業利用者、延べ 1,690 名 

    (カ)収入 

      37,063,908 円（介護報酬収益+利用者負担収益） 

    (キ)支出 

      31,792,630 円 

 

②障がいに対する理解を深める啓蒙事業 

ア．重症心身障がい児(者)、医療的ケア児、肢体不自由児の保護者ために、家族が実践できるリボ

ン作りやアロマオイル作りの体験事業及び利用者保護者を招いての交流会事業 

    (ア)事業内容 

      重症心身障がい児、医療的ケア児、肢体不自由児を主な利用者とする「and ゆう 神の倉」

及び「and にこり 日進」の利用保護者を対象に、リボン作り、アロマオイル作りの講習会

を開催した。また保護者代表者の方の子育て体験談を聞きながら交流会を実施した。 



(イ)開催日時及びテーマ等 

日 時：令和 3 年 3 月 7 日(日)、午後 1 時 30 分～4 時 

場 所：イーストプラザいこまい館、小会議室 

テーマ：幸せつむぎの保護者のつどい 

    －癒しのひと時を－ 

講 師：廣井 香代子氏、家本 京子氏、湯川 依里氏 

内 容：アロマ調合体験：ハンドマッサージに使用できるオリジナルのアロマオイル作り 

    リボン作り：保護者、利用者が日常的に身に付けることのできるリボンの制作 

          交流会：障がい児の保護者による日頃の悩みごと、不安ごとなどを発表してもら 

い、その後参加者全員での交流会を実施 

      従事者：講師 3 名、法人職員 9 名 

      参加者：13 名(利用者保護者) 

(ウ)費用 

  35,950 円 

  (内訳) 

    会場使用料            2,100 円 

    ワイヤレスマイクセット借用料    510 円 

    法人職員交通費          10,000 円 

        講師謝礼             20,000 円 

        講師手土産            3,340 円 

(エ)収益 

     0 円 


